
JR東日本労働組合本部は既報の通り、10/26に 2020年度年末手当

の要求を会社に提出しました。その一方で JR 東日本会社は 2020

年第２四半期の最終損益が 1553億円の赤字となり、運輸事業では

61％減になったと報じられました。そんな情勢を受け他労組は 

2.0～2.7 ヶ月(＋５～10 万円)という低い要求額で年末手当の  

交渉に臨んでいます。 

  しかし、コロナ禍においても感染予防を徹底しながら安全・安定

輸送を確保し、ジョブローテーションにも協力して会社施策を支えてきました。そして 

私達には住宅ローンの支払い等、家族の生活も掛かっています！会社の経営状況はしっか

り見極めつつ、低額予想の世の中の情勢に惑わされる事なく、しっかりと私達の要求を 

伝え、満額回答を勝ち取るための運動を松本支部全組合で創り出して行きましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

年末手当  第２回交渉 １１月６日（金） 16:00～ 

 

★情報や団体交渉に、みなさんの声を反映していきます★ 

↓みなさんの声をぜひお寄せください！（当組合員でなくても構いません！） 

jrtuhonbu@icloud.com（件名に「年末手当要求」と明記してください） 
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